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国立がん研究センターは、1962 年にわが国のがん医療・がん研究の拠点となる国立の

機関として創設されて以来、60 年にわたり、日本のがん医療と研究を牽引する役割を

担い続けています。 

東京都築地の「国立がん研究センター中央病院」では、「研究所」、「がん対策研究所」、

「がんゲノム情報管理センター」が一体となりアカデミックセンターを形成し、予防、

診療、研究、研修、情報収集・発信の分野において、わが国のがん施策の中心的な役割

を果たして来ました。 

 また、がん医療従事者の教育・育成を重要なミッションと捉え、幅広い知識と技術を

習得したがん医療の専門医の育成を目指しています。外科部門は、呼吸器外科・食道外

科・胃外科・大腸外科・肝胆膵外科・乳腺外科の６診療科のうち 1コースを選択しての

研修や、複数診療科での研修、関連部門（外科病理等）での研修も調整が可能です。年

間 5,000件を超える手術に表されるよう、豊富な症例数もさることながら、外科治療の

みならず、薬物療法、放射線療法、診断学等、実践的知識を身につけられる数少ないが

ん医療機関です。 

 世界最高水準のがん診療・研究環境・教育環境を整えた当センターで、がん医療の専

門医への確かな一歩を踏み出してください。 

 

 

 


